
開会の挨拶

鍋島:皆さま、こんにちは。本日は龍谷大学にご米幼いただき 、誠にありがとうございます。

本日の司会進行を務めます、文学部教授の鍋ぬでございます。どうぞよろしくお願いいた

します。 ただ今より 、 ì'!)~谷大学世界仏教文化研究七 ンター IJIJJ.幻己念事業特別講演会をIJ1liUi

いたします。

この判界仏教文化研究センターは196111:の設立である仏教文化研究所と 、2初0∞0ω2王4年iド:以|降味、
文剖部;宇科科|ト.学省の私立大苧学.，学5半学f主勾ヰ哨~{i何ij j'尚官匂j度化4推(住E進ヰ半i業に何保:択された人 1 1川11川|リJ.A利朴:1千1.トド.〆"う予.:j

チ . センタ一 、 及び2010年 よ り文部科学省の私1大乍:'ií~時的研究J，~縦形成支援申請2に採択

されたアジア仏教文化研究センタ一、仏典翻訳却などが統作されて、亦松学長の下で2015

年に設立されました。

まず初めに、この世界仏教文化研究センターを1没立してくださいました、本学学長、赤

松倣ut先生よりごあいさつrl1し上げます。

赤松:背さん、こんにちは。学長の赤松でございます。本11は特別品副会に、大変ご多用の中、

ご参加lいただきましたことを厚く御礼r!1しあげたいと思います。大学を代点して、一言、

ごあいさつをlドし上げます。

本学の隠史は江戸時代、1639年に百本願寺境内にぷけました乍貨を111発点としておりま

す。以来、江戸時代から明治、そしてまた戦後という 、幾度かにわたる政治社会の激変を

経験しながら、時代社会の本質を見極めつつ、大学としましては柔'1iJ.:かつ制緩的に学術研

究、そして教育に取り組んできたところでございます。

378年11を迎える本学ではありますけども、激励の11年代を超えて、浄土」1.3主の:fi'f神を基

礎とした特j];l的かつ恨滅的な、そ して立かな人 IIIJ救 fì を .n して ill~えしてまいりました。

問時に、多方IIIIにわたる学術研究も果敢に展開してきたところでございます。そういった

成果につきましては、地域、あるいは社会、さらにはI":Wに先日しながら、設かな人IlIJ性、

確かな知件.を兼ね備えた学生を育成する。さらに研究計を必成していくという 、本学の使

命を積み重ねてまいったところであります。研究)j1Mについても 、JL礎的あるいは応用的
分~!J'の成果を広く 、 学術分野のみならず、 1IげAあるいは日本社会に泣元したところであり

ます。

こうしたlM史と伝統をイiする本学が積み上

げてきた巾位した仏教研究の災総を慌にして、

今日のグローパル化する|世界に向き合いなが

ら、発民的にIfiJl;~~的な研究拠点をっくりたい。

こういった11的の下で、昨年度、世界仏教文

化研究七 ンターを発起したところでございま

す。ご袋|人!のように、グローパル化が進行し

て、ま1I;!r&の'h'f#11化が))11)iliし、またかつての欧

米引の'11げよ り却という ~Ji.制についても 、混沌
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とした現実が今まさに露出しているところであります。そういった現実の世界を、どこか

が、誰かがということではなくて、誰もが誰のものでもないこの世界をどのように今後ま

とめていくのかという、こういったことは本質的課題であると同時にまた喫緊の課題とし

て、私たちは認識しております。その際、私たちの長い歴史で培ってきた仏教研究、ある

いは仏教に関わる世界の考え方、あるいは人聞の考え方、そういったものを、今後、研究

を通して、より一層、今日の社会に、世界に発信して、仏教の持つ現代的可能性を積極的

に探ってまいりたい。こういったことの研究が、今、スタートしております。

私たちの大学も、大学としての、高等教育機関としての使命、今日の山積する課題に積

極的に関与しながら、解決の道を切り開いていくという、こういった使命、役割が、今、

大学に求められるところでもあります。私たちは世界仏教文化研究センターの発足を通し

て、皆さんから期待される大学像をつくり上げて、社会に貢献してまいりたいと、このよ

うに考えております。

この特別講演会につきましては、昨年度から開催をしております記念事業の一つでもご

ざいます。昨年度は主に学術研究を中心とした展開をしてまいりましたけれども、本日は

広く多くの方々に参加をいただく形で、本研究センターの趣旨、内容をこの度の特別講演

会として、広〈知っていただくために開催したところであります。特に第3部におきまし

ては、ご登壇をいただきます池上先生、そして竹村先生に私も加わらせていただきまして、

鼎談をいたしたいと思います。有意義なものとなるように、私も楽しみにしているところ

であります。

本日はご参加いただきました皆さんにとっても、この特別講演会が実り多いものとなり

ますよう心から念願を申しあげますと共に、当研究センターへのご期待、またご支援を寄

せていただけますようお願いを申しあげたいと思います。特に本日はご来賓として大変ご

多用な中、門川京都市長様にもお越しをいただきました。この後、ごあいさつを頂くこと

を大変ありがたく存じていることでございます。

結びに当たりまして、大変ご尽力を頂きました関係の皆さん方に高い席からでございま

すけれども、厚く御礼申しあげまして、私からのごあいさつとさせていただきます。本日

は誠にありがとうございます。どうぞよろしくお願い申しあげます。

鍋島:赤松学長、ありがとうございます。ただ今、学長よりご紹介がありましたように、今日、

ご多用の中、京都市長、門川大作様にご来賓としてご臨席いただいております。いつも大

学のためにご支援いただいている京都市長より、お言葉を頂きたいと思います。よろしく

お願いいたします。

門川:皆さん、こんにちは。ご紹介を賜りました、京都市長の門川大作です。親鷲聖人の教え

を基に、 378年にわたって真実を求め、真実に生き、真実を顕かにする尊い学問研究、教

育の活動をされてきました龍谷大学に敬意を表します。
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今、赤松徹虞学長から話がありましたように、貴学は、さまざまな伝統の中で改革を進

めていただいております。世界仏教文化研究センターの開設も本当に尊いことだと，思いま

すし、能仁センター長をはじめ、皆さん方に敬意を表します。

また、本日は池上先生、竹村先生、ありがとうございます。



歴史都市 ・京都には誇るべき者ISiliの特

性がたくさんございます。文化、 芸術、

自然との共生、宗教都市、ものづくりな

ど、それら多くの誇るべき特性の中で、

私が未来に向かつて一番大切にしたいも

のの一つが「大学のまち ・学生さんのま

ち京都Jだと思います。どのよ うな人を
育てていくのか。これが日本はもとより、

世界の人々の幸せと平和にかかっている、

このように思います。

「大学のまち ・学生のまち京都Jの発展においては、龍谷大学が大きな役割を果たして
いただいております。また、京都iljl大jにある38(平成29年1月29日現在)の大学、 短期大

学と周辺の大学を合めた50(平成29年1月29日現在)の大学、短期大学で(公財)大学コ

ンソーシアム京都をつくり、本市と、さまざまな協働の取り組みを進めていただいていま

す。赤松先生におかれては、flt，;{ド6月まで、長年にわたり、同財団の理事長として、大き

な役割を果たしていただきま した。心強いl現りであります。

京都市は約4011"-前(1978年) ~こ世界文化自曲者ISïH を宣言・しました。 者ISïllは理想を必要 と

するものですが、本市においては、 「全世界の人々が、人種、宗教、社会体制の相述を超

えて、平和のうちに、この京都に自由につどい、交流を通じて新たな文化を創造するJそ
んな 「世界文化自由都市Jを政恕としています。京都は1.000年を超える独自の文化を育
んできました。しかし、孤立して生きるべきではありません。世界文化自由者ISiIi、 これを

実践する。そして、文化を基軸とした都市の経也・をしていく。これが同宣言の目指すもの

ですが、あまり知られていないようです。実はこの立言の一番最後には fわれわれは静か

に決意して、これを誓うものである。」 と書いてあるのですね。ちょ っと静か過ぎたかな

と思います。

さら に 、 21 世紀の手~聞けを 目前に控える 1999!.f. には、この宣言におけ・ る噛!想像をJ1-体化

し、本市のまちづくりの方針となる「京都市基本桃想Jの改定を行いました。市民参加の
下に侃侃誇々の議論を行い、議会の議決もいただき、1999年12月に制定しました。その第

1:車となるのが 「京都市民の生き方」です。基本構想は日本中の自治体に存在します。都

市のインフラをどうするか。産業、文化、教育、縞祉政策をどうするか。これがだいたい

u~mに出てき ます。 し かし、 京都市民が策定 した 、 選んだ基本桃惣の第1章は、1.000年を

超えて大事に してきた日本人や京都人が大切にしてきた生き方、LI頼、それをもう一度、
確認しよう というものでした。当時は、パフ手ル続前がはじけて、非常に厳しい都市rllJ競争

などがPJIばれていた時代でありました。しかし、過度の競争ではない。日本人が大中にし

てきた生き方、京都に伝わる生き方、それをもう一度、大事にしたときに、展望が|別ける

だろ う。こういうものであ りま した。「目利きJ、「心に極めるJ、「もてな しJ、こうした京
都人が大事にしてきた生き方をもう一度、見直そう。これは龍谷大学が長年、大事に して

こられた「真実を求め、真実に生き、真実を顕かにするJという姿勢と共通するものでは
ないかなと思っています。

仏教精神を、またあらゆる宗教を究容に受け入れていく。そんな紛糾を大事にしていく
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うえで、今、世界の状況を見たときに厳しさが増していますが、そのような時代に、龍谷

大学が果たされる役割は大きなものと思います。どうぞきらなるご発展をお祈りしまして、

意を尽くせませんが、お祝いと御礼のあいさつとさせていただきます。ありがとうござい

ます。

鍋島京都市長、門川大作様、ご祝辞をたまわりありがとうございました。
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それでは、世界仏教文化研究センターの開設に当たり、池上彰先生と竹村牧男先生を特

別講師としてお招きし、「世界の苦悩に向き合う仏教の可能性」について、ご一緒に考え

たいと.思います。

池上彰先生も竹村牧男先生も、これまで混沌とした世界情勢を見据えながら、私たちに

行くべき道を指し示してくださっています。池上彰先生は、ご著書『宗教がわかれば世

界が見えるjの中で、「宗教を知ることによって世界が見えてくるJと述べておられます。
また、竹村先生は、世界での対立の紛争を超えるためにどうすれば良いかについて、『仏

教は本当に意味があるのか』という著書の中で、「さまざまな思想の共存、少数意見の尊

重などを目指しつつ、人々がおのおの、自己にとっての宇宙観、世界観、人生観を明確に

自覚していくとき、社会は成熟の度を増すことができょう」と提言されておられます。こ

うしたお二人の知見に学べますことを本当に幸せに感じます。

それでは、まず初めに池上彰先生をご紹介させていただきます。池上彰先生は長野県ご

出身のジャーナリストでございます。 1973年、鹿限義塾大学経済学部卒業後、 NHK記者

として入局し、社会部などで勤務されました。社会部時代、警視庁をはじめ、文部科学省、

気象庁など、さらには宮内庁などを担当されました。その後、 NHK特集として教育問題

やエイズ問題などの番組に携わり、 1989年、首都圏向けのニュースキャスターをお務めに

なりました。 1994年、「週刊こどもニュースJ編集長、キャスターを務め、難しいニュー
スを本当に子どもたちに分かりやすく伝えるお父さん役として活揺されました。ご覧に

なった方、どれぐらいいらっしゃいますか。私も子どもと一緒に見ておりました。日本の

父でございます。そして、 2∞5年3月にNHKをご退職になられて、フリージャーナリス
トに転身なさいました。現在、名城大学教授、東京工業大学特命教授、立教大学客員教授

などの場でご活服中です。

さきほど池上先生は、トランプ大統領をめぐる情勢に昨年末振り回されていると、おっ

しぞっておられました。今日のご講演を皆さまと一緒に聞かせていただきたいと思います。

それでは、池上彰先生、どうぞよろしくお願いいたします。


